
しまね

第19回保環研研究発表会を開催しました

地球環境保護と生活スタイル

研究発表会の発表者と発表演題・要旨

大丈夫ですか？？そのサプリ

島根県における大気中の水銀について

平成16年度の各種学会・研究会発表および論文等掲載

保環研の組織が変わりました
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　平成17年2月10日（木）、島根県民会館において保健環境科学研究所研究発表会を開催しました。真冬の寒い

時期にもかかわらず、約80名もの方々が参加され、活発な議論が尽くされました。 

 また、この度の研究発表会では、今年３月

をもってご退職された関 前島根県保健環

境科学研究所所長（写真）の記念講演が

催されました。記念講演では、関 前所長が

永年に於いて公衆衛生分野に携われた様々

な研究や今後の公衆衛生のあり方、特に「健

康で長生きするため」には個人や社会、そ

して行政ならび当研究所は何をすべきかに

ついて、その考えを述べられました。 

　　　　　　　　　 詳細は３頁へつづく 



2

地球温暖化やオゾン層の破壊、酸性雨、砂漠化

などの環境破壊が地球規模で進行しています。こ

ういったキーワードによりインターネットで情報

検索すると様々な議論がなされていることが分か

ります。個々の環境問題については、その問題の

重要性や原因について意見が異なる点もあるよう

ですが、省エネやゴミの減量、リサイクルなど私

たち一人一人の地道な努力が求められているとい

う点では意見は一致しているようです。新聞やテ

レビ、雑誌などでも様々な取り組み例が示されて

います。そのうち、電灯をこまめに消す、風呂の

残り湯を洗濯に使うなどは請求書でその効果が実

感できるようですし、実行している方も多いと思

います。また、買い物袋を持参すれば割り引きを

してくれる店も出現しており、これなどは得した

気分になります。一方、ゴミの分別を徹底する、

お米のとぎ汁を捨てずに植物の水やりに使う、エ

コマークの付いた商品を選んで購入するなど、そ

の効果を実感することがなかなか難しいようなも

のもあります。そのような取り組みについてはも

っとその効果を知ってもらうような方法を考えな

いといけないと思っています。場合によっては金

銭的な見返りを提供することが必要なこともある

でしょう。このような金銭的な見返りをインセン

ティブと呼び、最近この言葉を聞く機会が増えて

きたように思います。

私はこの4月に保健環境科学研究所に赴任しま

した。それまでの4年間は単身赴任だったのが、

自宅から通えるようになりました。保健環境科学

研究所は松江市郊外の宍道湖北岸にあり、通勤時

間帯の交通の便があまり良くなく、片道約40km

の距離を最初は車で通勤していました。しかし、

せっかくだからこの機会に少しは環境を意識して

がんばってみようと思いたち、公共交通機関での

通勤を決心しました。自宅最寄りの駅までは自転

車、そこから松江まではJRで、松江駅から職場ま

では自転車でという方法をとると、片道でJRに約

30キロ、自転車に約９キロ乗ることになります。

時々道を変えて走りますが、思いがけない場所に

こんなお店が・・といった発見があったり、宍道

湖のシジミとり漁船や橋の上からの街の眺めなど

を満喫しています。また、自転車通勤を始めて体

重が減り、体重計に乗るのが楽しみになりました。

また自転車は陸上の生物の移動方法の中で最もエ

ネルギー効率が高いそうです。最近は自転車通勤

を勧める本や雑誌をたくさん見かけるようになっ

たのは、このように自転車通勤の良さが理解され

だしたからだと思います。しかし、いいことばか

りではありません。私の通勤路は自転車に適して

いない道路が多いことには閉口します。自転車は

車道を通行するのが原則だそうですが、怖くて走

れない車道がほとんどです。歩道も段差が多く、

歩行者との接触事故も心配です。自転車道路の整

備が必要だと思います。

自転車通勤を始めてから、駅前でバスを待って

いる通勤客は多いのに、私のように駐輪場を利用

している一般利用者は極めて少なく、ほとんどが

高校生であることに気が付きました。公共交通機

関のターミナルから交通の便が悪い職場に勤めて

いる人たちは自家用車を使っているのだと思いま

す。例えばJRと自転車を使うような場合、先ほど

のインセンティブとして駐輪料金の補助などで動

機付けをすれば、自家用車で通勤している人も公

共交通機関と自転車を使うようになるのではない

でしょうか。環境保護の取り組みには知識、楽し

み、得した気分の三つが不可欠だ！こんなことを

考えながら毎日ペダルを踏んでいます。

島根県保健環境科学研究所 
所長　大城　等 
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総務企画調整グループ 

発表演題 「地域情報システム」 

要　旨 

糸川浩司 主任研究員 

島根県の行政情

報ネットワークを

利用して本庁関

係課・各健康福祉センター（現、

各保健所）・保健環境科学研

究所を結び、地域保健活動

に必要な情報を保管・管理・

共有するシステムを構築した。 

大気環境グループ 

発表演題 「黄砂による大気汚染」 

要　旨 

多田納 力 グループ科長 

島根県における

大気環境は、地

理的・気象的条

件により大陸の影響を受けや

すい状況下にある。そこで、

黄砂の状況と粉塵濃度測定

および粉塵の粒径分布測定

を国設松江環境大気測定所

で行った。 

放射能グループ（原子力環境センター） 

発表演題 「島根県におけるストロンチウム－90の調査」 

要　旨 

岸　真司 研究員 

ストロンチウム－

90は核実験によ

るフォールアウトや

原子炉運転、核燃料再処理

などの人工由来によってのみ

生成されるため、原子力関係

施設由来の放射性物質放出

を監視する重要な物質となっ

ている。今回は島根県におけ

る過去から現在にいたるスト

ロンチウム－90の挙動を報告

する。 

感染症疫学グループ 

発表演題 
「腸管出血性大腸菌（O-157等）感染症の集団発 
生におけるパルスフィールドゲル電気泳動法 
（PFGE）の有効性」 

要　旨 

角森ヨシエ 主任研究員 

細菌のDNAを制

限酵素で切断し、

異なる2方向の

電場を交互に掛けて電気泳

動する方法（PFGE）による泳

動パターンを比較することで、

病原体の疫学的解析におけ

る有効性を検討した。 

生活科学グループ 

発表演題 
「今、市販されている地域の調理済み食品 
（惣菜）は23年前より薄味になっている」 

要　旨 

持田　恭 主任研究員 

島根県内のスー

パー等で市販さ

れている惣菜

276検体の塩分濃度を測定し、

1981年に島根県環境保健部

公衆衛生課および行政栄養

士研究会が実施したデータと

比較したところ、薄味になって

いた。 

水環境グループ 

発表演題 

（左）狩野主任研究員　（右）神谷主任研究員 

「宍道湖・中海へ流入する汚濁負荷量の調査（２） 
－都市河川（山居川）ついて－」 

要　旨 

狩野好宏 主任研究員 

松江市街地を流

れる河川の中で、

流域の殆どが宅

地や店舗、公園、道路等の都

市地域となっており、且つ下

水道普及率が高く、生活系お

よび事業系排水の影響が少

ない山居川の汚濁負荷量を

調査した。 

水環境グループ 

発表演題 
「宍道湖・中海へ流入する汚濁負荷量の調査（１） 
－市街地道路について－」 

要　旨 

神谷　宏 主任研究員 

市街地の路面からの流出負荷量を松江道路の排水管

末端を調査点に選定し、降雨時における排水溝の排水

を採水し分析を行った。 
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町のドラッグストアなどでは、たくさんのサプリ

メントや健康食品が売られています。皆さんの中に

も、自分の体の状態や健康維持のために、これらの

サプリメントや健康食品を愛用している方がおられ

ることと思います。

ところで「健康食品」とは何でしょうか？

この「健康食品」という言葉は法令などにより定め

られているものではなく、一般に「健康の保持増進

に資する食品として販売利用されるもの」の総称で、

「健康補助食品」、「栄養補助食品」「栄養調整食品」

「健康飲料」「サプリメント」等々が含まれます。実

際に健康保持効果があるかどうかが確認されている

ものも、確認されていないものもあります。これに

対して、 国がその「健康保持増進効果」を確認し

たものが「保健機能食品制度」で、保健機能食品に

は「特定保健食品」と「栄養機能食品」があります

（図1）。

この健康食品に関して、最近、偽CoQ10製品が発

見されました。滋賀県内で製造されたもので、商品

名として「CoQ10」をうたっていたにもかかわらず、

製品中にはコエンザイムQ10はほとんど検出されず、

かわりに未承認医薬品成分であるイデベノンという

成分が検出されました。イデベノンは脳梗塞などの

医薬品でしたが、肝機能障害などの副作用のために

1998年に承認を取り消されています。現在までのと

ころ、この商品による健康被害などは報告されてい

ないようです。

これまで、ダイエットをうたった健康食品におい

て、フロセミド（利尿剤）やグリベンクラミド（経

口血糖降下剤）が検出された例や、強壮・強精など

を標榜する食品においてデキサメサゾン（副腎皮質

ホルモン剤）やシルデナフィル（バイアグラ錠の主

成分）が検出された例などの報告があり、承認、未

承認を問わず医薬品が検出される例も後を絶たない

ようです。

玉石混交状態の健康食品に、このたび厚生労働省

から「いわゆる健康食品」の摂取量及び摂取方法等

の表示に関する指針が出されました。これには１）

一日あたりの摂取目安量、２）通常の形態及び方法

によって接種されないもの（カプセルや錠剤を指す）

にあっては摂取の方法、３）摂取をする上での注意

事項（過剰摂取等により健康被害の発生が予想され

るものまたはそのおそれがあるものはその旨を表示

すること）、４）バランスのとれた食生活への普及

啓発を量るため、「食生活は主食、主菜、副菜を基

本に食事のバランスを」と表示することなどが定め

られました。

「健康食品」を摂取して具合が悪くなったら、す

ぐに摂取を中止して医師の診察を受け、最寄りの保

健所にご相談ください。

「健康食品」に関する情報は下記のサイトをご覧

ください。

■厚生労働省HP、主な「健康食品」関連制度の解

説、関連報道等

http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/iyaku/syoku-

anzen/hokenkinou/index.html

■健康食品等の安全性・有効性情報（独立行政法人

国立健康・栄養研究所）

http://hfnet.nif.go.jp/main.php

平成14年、15年に松江市在学中の男女学生を対象

とした食事調査を行ったところ、1食分の食事とし

てカプセル数個とスポーツドリンクを提出した方が

あり、びっくりしました。やはり、各種の栄養は、

日々のバランスの良い食事から摂取することを一番

に考えてほしいものだと思います。

（保健科学部　岸 亮子）

図１.「保健機能食品」と「健康食品」の位置づけ 

医薬品 
（医薬部外品も含む） 特定保健用食品 

（個別許可型） 

表示内容 
●栄養成分含有表示 
●保健用途の表示（栄養成分機能表示） 
●注意喚起表示 

表示内容 
●栄養成分含有表示 
●栄養成分機能表示 
●注意喚起表示 

栄養機能食品 
（規格基準型） 

一般食品 
（いわゆる健康食品も含む） 

（栄養成分含有表示） 

健康機能食品 
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・

　平成１６年度中に当研究所員が各種の学会や研究会等で発表した演題名ならび専門誌への掲載論文題名 
等を紹介します。 

・

学会・研究会等発表（共同演者氏名は省略しております） 

1 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4

 
 
検出報告の稀なコクサッキーA群ウイルスの分 
離・同定について－CA12,14の検出例－ 
飯塚節子  主任研究員 
 
「花と鳥の展示施設」でのオウム病集団発生事例 
田原研司  主任研究員 
 
 
 
平均自立期間に影響する要介護状態の原因疾 
患の検討－健康寿命の改善に関する研究－ 
糸川浩司  主任研究員 
 
健康危機管理・地域保健（健康日本21・すこや 
か親子21等）に関する情報機能構築に関する 
研究 
藤谷明子  主幹 
 
健康危機発生時における県保健師の役割に 
関する研究（第1報）－島根県実態調査－ 
藤谷明子  主幹 
 
栄養要因の把握方法に関する研究 
持田　恭  主任研究員 
 
若者が昼食に食べている市販弁当の脂肪酸バランス 
持田　恭  主任研究員 
 
 
 
Duplex リアルタイムSYBER Green PCR法によ 
る食中毒原因菌の迅速スクリーニングシステム 
の開発と食中毒検査への試行的導入 
福島　博  保健科学部長 
 
島根県における日本紅斑熱群リケッチアの疫学 
田原研司  主任研究員 

衛生微生物協議会第25回研究会 
（平成16年7月8～9日、さいたま市） 
演　題： 
 
発表者： 
 
演　題： 
発表者： 
 
第45回島根県保健福祉環境研究発表会 
（平成16年8月2日、松江市） 
演　題： 
 
発表者： 
 
演　題： 
 
 
発表者： 
 
演　題： 
 
発表者： 
 
演　題： 
発表者： 
 
演　題： 
発表者： 
 
平成16年度島根県獣医学会 
（平成16年8月10日、松江市） 
演　題： 
 
 
発表者： 
 
演　題： 
発表者： 
 
第50回中国地区公衆衛生学会 
（平成16年8月27日、広島市） 

 
 
 
 
5 
 
 
 
 
 
 
6 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7 
 
 
 
 
 
 
 
8 
 
 
 
 
9 
 
 
 
 
 

10

健康危機管理・地域保健（健康日本21・すこやか 
親子21等）に関する情報機能構築に関する研究 
藤谷明子  主幹 
 
 
 
Duplex リアルタイムSYBER Green PCR法による 
食中毒原因菌の迅速スクリーニングシステムの 
開発と食中毒検査への応用 
福島　博  保健科学部長 
 
 
 
Duplex リアルタイムSYBER Green PCR法による 
食中毒原因菌の迅速スクリーニングシステムの 
開発と食中毒検査への試行的導入 
福島　博  保健科学部長 
 
島根県における日本紅斑熱群リケッチアの疫学 
田原研司  主任研究員 
 
 
 
島根県における高濃度光化学オキシダントの解析 
田中孝典  主任研究員 
 
日本に及ぼす黄砂の影響 
多田納 力  大気環境グループ科長 
 
 
 
「花と鳥の展示施設」でのオウム病集団発生事例 
田原研司  主任研究員 
 
 
 
Psittacosis Outbreak at a Flower and Bird Park in 
Shimane Prefecture , Japan 
田原研司  主任研究員 
 
 
 
健康指標マクロの内容とその活用方法 
糸川浩司  主任研究員 

演　題： 
 
発表者： 
 
第25回日本食品微生物学会 
（平成16年9月28～29日、東京都） 
演　題： 
 
 
発表者： 
 
平成16年度中国地区獣医公衆衛生学会 
（平成16年10月2～3日、松江市） 
演　題： 
 
 
発表者： 
 
演　題： 
発表者： 
 
第45回大気環境学会年会 
（平成16年10月20～22日、秋田市） 
演　題： 
発表者： 
 
演　題： 
発表者： 
 
第22回日本クラミジア・第11回リケッチア各研究会合 
同研究発表会（平成16年10月23～24日、倉敷市） 
演　題： 
発表者： 
 
第13回アジア獣医師連合大会 
（平成16年10月25～27日、韓国ソウル市） 
演　題： 
 
発表者： 
 
平成16年度全国保健統計協議会 
（平成16年10月26日、松江市） 
演　題： 
発表者： 
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論文等掲載（所報以外） 11 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

13 
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15 
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主著論文 
1. 
 
 
 
 
 
2. 
 
 
 
 
3. 
 
 
 

共著論文 
4. 
 
 
 
 
 
 
 
 
5. 
 
 
 
 
 
6. 
 
 
 
 
 
7. 
 
 
 
 

総　　説 
8. 
 
 

著　　書 
9. 
 
 
 

報 告 書 
10.
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関 龍太郎  前保健環境科学研究所長 
 
宍道湖・中海汽水域の今昔 
石飛　裕  湖沼環境主査 
 
平均自立期間改善の研究（２） 
－プールを活用した転倒予防教室の効果－ 
藤谷明子  主幹 
 
平均自立期間改善の研究（３） －平均自立期 
間に影響する要介護状態の原因疾患－ 
糸川浩司  主任研究員 
 
島根の特産 出雲そば 
－そばの葉、殻に抗インフルエンザ作用－ 
持田　恭  主任研究員 
 
若者の食事におけるミネラル及び脂肪酸摂取 
（バランス）状況 
村上佳子  主任研究員 
 
 
 
Duplex リアルタイムSYBER Green PCR法による 
食中毒原因菌の迅速スクリーニングシステムの 
開発と食中毒検査への試行的導入 
福島　博  保健科学部長 
 
島根県で分離されたコクサッキーA14ウイルス 
の症例について 
飯塚節子  主任研究員 
 
 
 
島根県における環境放射能調査 
生田美抄夫  主任研究員 
 
 
 
潟湖、宍道湖におけるコノシロの生長・成熟と 
大量斃死 
石飛　裕  湖沼環境主査 
 
 
 
地域保健情報システム 
糸川浩司  主任研究員 
 
 
 
Duplex リアルタイムSYBER Green PCR法による 
食中毒原因菌の迅速スクリーニングシステムの 
開発と食中毒検査への試行的導入 
福島　博  保健科学部長 

第63回日本公衆衛生学会 
（平成16年10月27～29日、松江市） 
シンポジウム：地域リハビリテーションの展開 
座　長： 
 
講　演： 
講演者： 
 
演　題： 
 
発表者： 
 
演　題： 
 
発表者： 
 
演　題： 
 
発表者： 
 
演　題： 
 
発表者： 
 
第75回西日本感染症学会 
（平成16年11月25～26日、松江市） 
演　題： 
 
 
発表者： 
 
演　題： 
 
発表者： 
 
平成16年度環境放射能調査研究発表会 
（平成16年12月6日、東京都） 
演　題： 
発表者： 
 
国際セミナー「美しく豊かな水環境を後世に」 
（平成17年１月29～30日、松江市） 
演　題： 
 
発表者： 
 
公衆衛生情報協議会第18回研究会 
（平成17年2月、埼玉県和光市） 
演　題： 
発表者： 
 
平成16年度日本獣医公衆衛生学会 
（平成17年2月9～11日、新潟市） 
演　題： 
 
 
発表者： 
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ルイス・Ｃティファニー庭園 
美術館前駅（旧：古江駅） 

　松江市役所 

編集発行・島根県保健環境科学研究所 
発 効 日・平成17年5月 
松江市西浜佐陀町582-1（〒690－0122） 
T E L　0852－36－8181 
F A X　0852－36－8171 
E-Mail : hokanken@prefshimane.lg.jp 
Homepage  http://www2.pref.shimane.jp/hokanken/ 
■島根県原子力環境センター 
　E-Mail shimane-npec@orion.ocn.ne.jp 
　TEL  0852-36-4300  FAX  0852-36-6683

●松江市役所 

転 　 出 　 者  

転 　 入 　 者  

・関　龍太郎　　所長　　　　　　　　　　　（退職） 
・高井　敏文　　原子力環境センタ－長　　　（環境政策課へ） 
・渡辺　周司　　総務企画情報グループ課長　（県議会事務局へ） 
・角森ヨシエ　　主任研究員　　　　　　　　（県央保健所へ） 
・原田　和幸　　主任研究員　　　　　　　　（雲南保健所へ） 

・大城　　等　　所長　　　　　　　　　　　（浜田健康福祉センターから） 
・伊藤　　準　　原子力環境センタ－長　　　（益田健康福祉センターから） 
・吉田　年男　　総務企画情報グループ課長　（斐伊川・神戸川対策課から） 
・勝部　和徳　　細菌グループ科長　　　　　（松江健康福祉センターから） 
・保科　　健　　ウイルスグループ科長　　　（浜田健康福祉センターから） 
・松浦　法幸　　主幹　　　　　　　　　　　（木次健康福祉センターから） 
・宮崎　直子　　主幹　　　　　　　　　　　（松江健康福祉センターから） 
・波多由紀子　　主任研究員　　　　　　　　（松江健康福祉センターから） 
・来待　幹夫　　主任研究員　　　　　　　　（薬事衛生課から） 
・吉岡　勝廣　　主任研究員　　　　　　　　（松江健康福祉センターから） 
・野口　泰弘　　主任　　　　　　　　　　　（川本高校から） 
・福田　俊治　　主任研究員　　　　　　　　（松江健康福祉センターから） 
・島田　里美　　研究員　　　　　　　　　　（隠岐支庁から） 
・山根　　宏　　研究員　　　　　　　　　　（浜田健康福祉センターから） 
・崎　　幸子　　研究員　　　　　　　　　　（松江健康福祉センターから） 

新 

　　　　　　　　　　総務企画情報グループ 
企画調整・GLPスタッフ 
保健科学部　　　　　　細菌グループ 
　　　　　　　　　　　ウイルスグループ 
　　　　　　　　　　　生活科学グループ 
環境科学部　　　　　　湖沼環境スタッフ 
　　　　　　　　　　　大気環境グループ 
　　　　　　　　　　　水環境グループ 
　　　　　　　　　　　放射能グループ 
原子力環境センター 

　本年４月より、旧感染症疫学グループが細菌グループとウイルスグループに別れました。そして、松江保健所の
検査課を保環研へ統合して検査機能（微生物検査、水質検査）を集中化しました。また、総務企画情報グルー
プも増員し、企画情報機能の充実を図りました。 

保健環境科学研究所 


